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「オンライン教科書」試作への道

札幌医科大学医学部解剖学第一講座教授辰巳治之
E-mai 1: tatsumi@sapmed.ac. jp 
URL : http://www.sapmed.ac.jp/―tatsumi 

助手中村正弘

医学部において解剖学は基礎医学に位置し、そのなかでも人の体について勉強する時の知識

組み立ての大本になっている。そこで、 WorldWide Web(WWW)ならぬ KnowledgeWebの大本

となるような textbookができればと思い工夫している。コンピュータネットワークの発達

は著しく、 WWWなるものの出現により、研究や教育のありかたが大きく変わりそうである。全

世界をクモの巣のようにつなぎ、自由自在に情報を取得できるようになってきた。今まで個人

的に夢見ていたことが、最近、実現されつつあり嬉しく思っている。

研究を始めたころ、論文を書くのに、タイプライターで何度も打ち直しをするのがいやで、

BASICを使ってシコシコとワープロのソフトを実験の合間に作っていた。最初に仕上げた論文

（文献1) は、自分で作ったワープロのソフトで打ち出して教授に見てもらった。その時には、

ワープロという言葉を知らず、もちろんワープロの概念、ソフトの存在も知らず、必要に迫ら

れワープロのソフトを作っていた。論文を出した次の年に教室でワープロを買うという。その

時驚いたことに、それは自分の作っていたものと同じようなソフトであった。

次に、教授から、自分の研究成果とその領域の論文をまとめるという仕事を頂いた。そこで、

自分の仕事が世界の仕事のどこに位置するのか、それをはっきりさせるために文献をあさって

いた。そのころようやく助手にして頂き、自分でハードディスク（当時 40Mで58万円もした）

を購入できるようになった。それで、ハードディスクに次々と文献データを蓄えていった。し

かし、いわゆる DatabaseManagementソフトをつかってデータベース化すると、文章を書い

ているときにすぐに参照できない。そのときは、もちろんパソコン(PC98)だったので、マルチ

タスクもできず貧弱な状態であった。しかし、市販のエディターを活用するとどうにか疑似マ

ルチウインドウになった。 そこで、 tagjumpという機能を利用し、あるキーワードでそれ

に関する文献がすぐに参照できるように整理し、それを活用して総説を仕上げた（文献2)。＂ 
Wが出てきて驚いたことに、 tagjumpで実現していたことは HyperTexTとほぼ同じ機能であ

った。この様にして、コンピュータにデータをがんがん詰め込んでいった。

そろそろハードディスクが溢れそうになった頃に、大学で概算要求していた高価な機器の予

算が当たった。その高価な機器の一部を学内LANの実験に割り振ってもらい、ワークステー

ションなるものを手に入れ自分の環境を versionupできた。

この頃医学部は中之島にあり、吹田に移った時にはインテリジェント医学部にするという構

想の元に計画が進められていた。しかし、インテリジェント医学部という名前が一人歩きして、

本当に具体的な構想を持たれていた先生方はいなかったようである。ある日、情報処理検討委

員会の委員長や学部長と話していると、 「21世紀に対応できる一番よいものを入れるべきだ」

と、叩き台になる案をつくってみよと言われ困惑した。
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「21世紀に対応できる一番よいもの」と言うのは簡単なれど、実際になにが一番良いのか

途方にくれていた。それで、高価な実験機器の制御用にコンピュータシステムが付属していた

のを使って実験をさせてもらった。阪大の医学部にはグルント会なるものがあって、若い人達

（教室の代表が参加するのだが、若い助教授をはじめ、主に助手、大学院生など、実際に研究

の戦力になっている実働部隊）が集まり、皆で協議して、概算要求する品目を決めていた。

決してこのグルント会が大きな権力をもっているわけではないのだが、教授会でグルント会か

ら提案された概算要求の順位は、ほとんどひっくり返ることはなかった。このような自由な環

境のなかで、私は大胆な実験をさせて頂いた。

研究機器制御のコンピュータはネットワーク接続されていると何処にあってもよい。そこで

学内LANの有効性を実験してみるということで、高価な WorkStationを自分の机の上に置

かせてもらい、それまでパソコンのハードディスクに蓄積していたデータをワークステーショ

ンに移して実験を始めた。

そのころ JUNETなるものを知り接続実験をするようになった。これも動物実験施設の黒澤

助教授および浜岡教授（当時施設長）の理解があったので、スムーズに工学部へ接続でき JUNET

に参加できた。後で伺ったことだが、そのときには浜岡先生が元阪大総長である山村先生に、

我々の実験や医学部における情報化の試みの話をしてくださったという。早速、山村先生は当

時の熊谷総長に話してくださり、そこからさらに、工学部長、教授そして当時助手であった中

野先生（現在大阪市立大学教授）に医学部のサポートのお願いをしてくださり、非常にスムーズ

に JUNETに参加できた。そして、全国で始めて医学部として JUNET接続でき、海外とも容易

に電子メールのやりとりが可能になった。それで NetNewsに阪大医学部接続のニュースを投

稿したところ、筑波大学医学部が阪大医学部よりも先だとの e-maiIを受けとった。実は、筑

波大学の場合、医学部全体ではなくてある臨床の医局が接続されているだけであって、やはり

医学部としての JUNET接続は阪大が早かったようである。この e-maiIをくれたのは東京の産

婦人科の開業医の先生であった。ちょうど東京で学会があったときにその先生のところにお伺

いしたところ、 Nemacsと附nnの存在を教えてもらい、そのソフトの入った tapeまで頂いて

帰ってきた。

それで早速パソコンで行なっていたことを WorkStationでも可能かを試行錯誤するうちに、

emacsの e-1ispの関数を書き直し、 tagjumpと同じような機能を持たせ、さらに outline

modeを活用することにより仕事がはかどった。このように研究者の使える学内LANを目指

し、ネットワーク構築実験のノウハウを吹田キャンパスの医学部に生かすべく計画した。そし

て医学部に宮原先生（現在大型計算機センター長）をお招きしその内容を開陳したところ、絶賛

いただいとのを覚えている。しかし、そうこうしているうちに札幌医大に移ることになり、ネ

ットワーク的に途切れることになってしまった。

しかし、札幌に赴任してもめげずにワークステーションを阪大から共同研究ということで貸

し出していただき、早速、北大に JUNET接続のお願いに伺った。阪大での苦労が功を奏しある

程度技術力があったので、情報工学科の先生も快く協力してくれ、一週間で JUNETへの復活

を図り、 sapmed.ac.jpというドメイン名を取得した。その後、文部省科研費総合Aの野口班

（文献3) にいれてもらうことができ、 ClassBを取得し SLIPにて IP接続にこぎ着け、次の
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年には 192Kbpsの光フ ァイバーに versionup して現在に至るようにな った。

これらの環境が整ったことにより、インターネ ットを活用し電子メールにより解剖学会の抄

録データを集めデータベースをつくれるようになり（文献4)、その結果、教科書的な情報と殻

新の研究レベルの情報を統合できるようになった。その例が ClickableVisual Index for 

Histology Lab-Work (Fig 1) である。

File Edit View Go Bookmarks Options Directory Window 

：`』

Go To: I http:/ /www.sapmed.ac. j斗/sat ui / anat1 /tat sun 

Clickable Visual Index for Histology Lab-Work 

This is an overview of the body and tisssus. 

[ Macroscopic Menu], [ NeuroAnatomy], [ Histolo窃 Index],[ Sapporo LAMeN] 

Proceedings 3D04 (1993): Japanese Association of Anatomists 

Search fur the Proceedings (1993,1994,1995) : Japanese Assoc:iatioon of Anatomists 

Document: Done. 

Fig 1. Cl ickable Visual Index for Histology Lab-Work. 

教科書的梢報と最新情報（解剖学会発表データベース）などとのリンク、

(http://www. sapmed. ac. jp/sa tu i / anatl/tatsumi /body-hi st. html) 
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これは従来手書きであった組織学実習手引書を改変する際に、 NeXTにて作成（文献5) しそ

れを打ち出して学生さんに配っていた。すでに電子化データがあったので、 WWWが出現し

Clickable Mapが作成できるようになった時には、すぐにこのようなものを作成することがで

きた。因みに、 Lycos(検索エンジン： http://home.netscape.com/escapes/search/search3. 

html) などで tatsumi と histologyを keyにして検索するとトップにでてくる。

見たいところを clickするだけで、組織学実習手引書の項目の中身が表示される (Fig 2)。

File Edit View Go Bookmarks Options Directory Window 

Location: !Ihttp: //www.sapmed.ac. jp/histology/2-7c-8. 

Gelatinous tissue(human umbilical cord) 

Wharton's jellyは胎生期の connectivetissueで固有の血管やリン）惰鼓：もた
ない．星形で突起をもった固定結合組織細胞(fibroblast)があリ 突起
がnetworkを作る．その間の液状物質には次第にcollagenfiberが形成さ
れ，基質は硫酸エステルの生成によリ粘桐度を増してくる 早い時
期の朦帯にはurachusの他に卵黄腸管(ductusvitellointestinalis)の遺残物が
見られる．尚， Wharton'sjelly内にはリン）氾閥鵠胞が散見される．
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四画

Fig 2. 組絨学実習書の内容： Gelatinous Tissue()膠様組絨：ヒト間帯） ．

ヒト）開帯の組緑構造の説明と、模式図、光学顕微鏡写真ゞ

(http://www.sapmed.ac.jp/histology/2-7c-8.html) 

釦；
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プリントとは違って、できる限り生の顕微鏡写真も提供できるようにしてある。ここでは教

科書的な情報だけでなく、最新の情報も見れるようにしてある。さらに先ほど記載した解剖学

会で収集した学会発表抄録も、 Searchfor the Proceedingsのところで検索できるようにな

っている。これらはまだ電子教科書とまではいかないが、いろいろなレベルの情報をこのよう

にリンクして統合化できるという可能性を示すことができた。

さらに、このページの上のところに、 MacroscopicMenu (Fig 3)、NeuroAnatomy (Fig 4)、

Histology Index (Fig 5) のメニューを作成した。

Macroscopic Menuでは、 Clementeの肉眼解剖学のアトラス (ARegional Atlas of the 

Human Body) の Indexの部分だけ手入力し、それをいろいろな角度から検索できるようなサ

ービスを提供している。

File Edit View Go Bookmarks Options Directory Window 

Go To: I http:/ ;Jwww. sapmed. ac. jp/ a natl /tatsumi /macr 

A Regional Atlas of the Human Body: Index Service 

CannineD. Clemente, 3rd Edition, ISBN 0-8067-0323-7, Urban & Schwarzenberg 
[ NeuroAnatomy], [ Clicable Index], [ Histolo窃 Index],[ Sapporo LAMeN ] 

1. List of the Contents: 目次と各Figureにおける解剖名の一覧
[Pro加iedbyH.Tatsumi, Y. Nagao) 

2. Index of the Figures : Indexの日本語訳一覧（約700祈子）
[Provided by G. Murakami, M. Nakamura, A. Oshiro, H. Tatsumi] 

3. List of the Captions of the Figures : Fig. 1-805の見出し一覧
[Provided by H. Tatsumi, Y. Nagao, K. Hayashi] 

.J Searchforthe Anatomical Tenn in the Figures of the Textbook: (C) H. Tatsumi 

項目（日本語，English,Fig.)のいずれかを選択（クリック）して入力し検索し
て下さい
解剖名て検索し、それを含むFigureに記叡されている名称一覧を表示
します。

" English I I 

J Fig. Noll 

を入力して下さい。

を入力して下さい。

を入力して下さい。

主•
Fig. Noは、半角空白で区切るか、 110130-13Sのように指定可能

Clickable Index for the 

Textbook 

四豆 Document: Done. 
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Fig 3. Index Service of A Regional Atlas of the Human Body, 

教科書の図諮における解剖学名の検索と関連描造物の表示．

(http://www. sapmed. ac. jp/anatl/tatsumi/macro-anat. html) 
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ここで表示される数字は、ページではなく Figureの番号である。この記事の始めに書いた、

Knowledge Webを目指し、知りたい keywordで検索するとその単語は赤で表示され、その周

り（近くの部位）の情報もついでに表示されたり、ある概念の関連解剖学名も表示されるよう

になっている。これにて、各知識が単一のものでなく、周りの関連において学習できるように

なるであろうと期待する。

解剖学の講義を終え臨床実習に入った学生から、もう一度脳実習をやりたいとの相談を e-m

ai Iでもらった。もう一度紙と鉛筆で、実習ノートをつくるのではなく、 Multimediaの機器

を活用して、 digital化した実習の Webのページをつくることを勧めた。それで出来上がった

のが、この NeuroAnatomyの項目の脳実習指針である (Fig4)。

File Edit View Go Bookmarks Options Directory Window 

Go To: !Ihttp: / /www. sapmed. ac. j p/hi stology / indexl. r 

5脳底の豹脈(Fig.353) t1 .., 

内頚勤脈必 c紅 otisi.J1ten認

後交通動脈A.c0Jrumulicm1s post年［

中大脳動脈 A.cerebri medb 
前大脳動脈A.cerebri mite.nor 
前交通勁脈 A.c0Jrumuucm1s mnerior 
椎骨動脈A.ve.rtebralis 
後肖髄動脈A.sp血 lisposterior 
前音髄勤脈，心,.sp血 lism1terior 
後下小脳動脈 A.cere.be.lli血e.riorposterior 
橋枝P、mniad ponte.m 
上小脳動脈A.cerebelli superior 

ー

Fig 4. 脳実習指針．脳底動脈の解剖を示す，

(http://www. sapmed. ac. jp/unc/msasak i /BRA IN. html) 
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File Edit View Go Bookmarks Options Directory Window 

Location: l!http: / /www. sapmed. ac. j p/hi stology /index1. l 

Online Exercise for Histology (Ver 0.2) 

Department of Anatomy, Sapporo Medical University School of Medicine 

[ Macroscopic Menu], [ NeuroAnatomy] [ Clicable Index], [ Sapporo LA.MeN] 

• Gelatinous tissue, Cartilage, Bone 
o Gelatinous tissue (human umbilical cord) F,H-E 

□ Macroscopic: umbilical cord 
o Hyaline cartilage (human rib cartilage and proc. xiphoideus ofrat) Bouin, 

H-E 
□ M aero S copic : xiphoid process 

o Elastic cartilage (human auricle) F, H-E ー

Content-type: text/html 

Search For the Macroscopic Anatomical Term 

［検索］ [LAMeNホームページ］

Keyword : umbilical cord 

Cord I索状物 I
, of brachial plexus I (腕神経叢の）神経束 l

------------------, lateral I タト側神経凍 I22, 54 
------------------, medial I内側神経束 I19, 54 
------------------, posterior I後神経束 I19, 54 
oblique I訳語 ISO, 80, 91, 93 

, sperrnat i c I精索 I12, 231, 232, 236-239, 242, 246, 247 
---------, nerves of I訳語 I347 
---------, vessels of I訳語 I347 

リmbil此翌i!塁い雷闊；［畠ご芹
ヽ

四画 旦 J

Fig 5. 組緑学実習手引書のIndex.

鉛微解剖学の情報と肉眼解剖学の情報をリンクをしているゞ下のフレームは、 umbiI ic 

al cord(/府帯）という keywordで検索したときの結果を示すし関連構造物が記載され

ている図譜 No.が表示されており、そこを clickするとその図諧に含まれる構造物（解

剖学名）の一覧が表示されるし

(http://www. sapmed. ac. jp/histol ogy/ index. html) 
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Fig 5は、組織学実習手引書の項目一覧で、こちらからも解説をみることができる。さらに

肉眼解剖における部位も参照可能なように、 Macroscopicなデータヘのリンクも用意してある。

このような電子教科書の試みがあちこちで行なわれており、学会レベルで効率よく情報交換

ができ相互活用ができるように、解剖学会データベース委員会のワーキンググループで MaiIi 

ng I istを動かしている。そこで実験的レベルであるが、日本解剖学会のホームページ(http:

//www.sapmed.ac. jp/jaa. html) に電子教科書の欄をつくってあるので一度ご覧頂きたい。
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